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福島原発事故被災者等の受入れ事業について（お知らせ） 

 

 日頃から本村の行政執行について、特段のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、昨年の夏、ＮＰＯ法人が主催し、旧三ノ原小学校の校舎を活用し福島原発事故等で被

災した母子の心身の健康回復などを目的に保養活動が行われたところです。その際には地域の

方々にご支援、ご協力をいただきましたこと厚くお礼申し上げます。 

今般、同法人より今年度においても旧三ノ原小学校を利用し保養活動を行いたい旨の申出が

あり、村として活動の趣旨からその利用の承諾を行ったところです。 

 つきましては、下記の日程において滞在することを予定しておりますので、住民の皆さまに

はご理解、ご協力方よろしくお願いいたします。 

 

 

○ 期間 

   平成 25 年７月 27 日（土曜日）から８月 27 日（火曜日）までの期間 

   ※ 受入れ準備期間として７月中旬からＮＰＯ法人のスタッフが施設を利用します。 

 

○ 保養場所 

   虻田郡留寿都村字三ノ原 

 旧三ノ原小学校 

 

○ 参加者 

   福島原発事故で被災した地域の母子 13 組 40 人程度（予定） 

   （子どもについては、０歳から６歳） 

 

○ その他 

  「NPO 法人チェルノブイリのかけはし」から保養者の受入れ準備として旧三ノ原小学校の

清掃ボランティアの募集依頼がありました。お手伝いいただける方は、下記の日程で行い

ますのでお集まりください。 

    

日  時  平成 25 年７月 14 日（日曜日）午前 10 時から（２時間程度） 

持ち物等  スリッパ（上靴）、雑巾、ほうき、バケツ、エプロン、ゴム手袋、汚れて

もよい服装など（それぞれ自分で使用する用具をご持参願います。） 

    

 


